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Ⅰ 要  約 

 

 沖縄アグー豚（以下アグー）の適正な飼料給与水準を検討することを目的に，アグーの繁殖育成豚へ

の飼料給与水準の違いが発育や背脂肪厚の発達に及ぼす影響を調査した。試験には，アグー産子雌 10 頭，

雄 6 頭の計 16 頭（3 腹）を用いた。試験は 14 から 21 週齢の期間で行い，処理区は種豚飼育用配合飼料

を 1.3kg に制限して給与した制限区，1.5kg 給与した標準区、不断給餌とした飽食区を設けた。得られ

た結果は以下のとおりである。 

１．試験終了時体重は飽食区と標準区が制限区に比べ有意に重くなった。 

２．日増体量（以下 DG）は飽食区と標準区が制限区に比べ有意に高かった。 

３．総飼料摂取量は飽食区，標準区，制限区の順に多く，各区で有意差がみられた。 

４．飼料要求率は飽食区と標準区が制限区に比べ有意に低かった。 

５．背脂肪厚は飽食区が制限区と標準区に比べ有意に厚かった。 

以上のことから，14～21 週齢のアグー繁殖育成豚において，給与水準を 1.3kg/日に制限すると増体や

飼料要求率に劣り，給与水準が 1.5kg/日の場合は増体や飼料要求率に大きな影響はなく，給与水準を飽

食にすると増体や飼料要求率に大きな影響はないが，背脂肪厚が厚くなることが示された。 

 

Ⅱ 緒  言 

 

 アグーは日本唯一の在来豚で，現在沖縄県内に約 800 頭が飼養されている１）。アグーは西洋品種に比

べて，発育が遅く２），小型である３）ため，日本飼養標準（豚）に準拠した飼料給与４）ではなく，沖縄県

アグーブランド豚推進協議会より発行された飼養管理マニュアル５）を基に飼料給与されている。最適な

増体に基づく適正な給与水準については十分に明らかにされていないが，マニュアルにおける繁殖育成

豚の飼料給与例は，約 40kg から種豚飼育用配合飼料を雄 1.5kg，雌 1.0kg を基本量に，個体毎の発育状

況に応じて給与量を増減すると記載されている。また，アグーの発育に関する報告は大城ら２）,６）や當

眞ら７）が行っているが，飼料給与水準に着目した知見は少ない。飼料摂取量は増体，肉質，繁殖成績等

に影響し８～１０），過剰な摂取や過度の制限は過肥や繁殖障害をきたす４），１１）とされており，適切な飼料

摂取量が適正な発育に繋がることから，アグーにおいても適正な飼料給与水準の検討が必要である。そ

こで本研究では，アグーの繁殖育成豚について，飼料給与水準の違いが発育や背脂肪厚の発達に及ぼす

影響について調査した。 

 

Ⅲ 材料および方法 

 

１. 試験期間 

2021 年 7 月から 2021 年 12 月にかけて実施した。 

２．試験場所 

 沖縄県畜産研究センター（以下当センター）内の豚舎で行った。 

３．試験区分と供試飼料 

試験区分と供試飼料を表 1 に示した。供試豚は当センターにて 4 月から 6 月にかけて産まれたアグー

産子雌 10 頭，雄 6 頭の計 16 頭（3 腹）を用いた。13 週齢以降，単房（2.7m×1.2m＝3.24 ㎡）で 1 頭ず

つ飼養し， 13 週齢から 14 週齢までは 1.3kg/日給与した。試験は 14 週齢から 21 週齢の期間で実施し，
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試験区分は 1.3kg/日給与した制限区，1.5kg/日給与した標準区,不断給餌した飽食区とした。飼養管理

は自由飲水および制限区と標準区は朝 1 回，不断給餌は朝夕 2 回の給餌とした。供試飼料は当センター

で通常給与している種豚飼育用配合飼料を用いた。 

表１　試験区分と供試飼料

制限区 標準区 飽食区

供試豚（頭） 雌5，雄0 雌1，雄4 雌4，雄2

飼料給与量（kg/日） 1.3 1.5 不断給餌

TDN（%） 72.0 72.0 72.0

CP（%） 10.0 10.0 10.0

EE（%） 1.5 1.5 1.5

CF（%） 9.0 9.0 9.0

CA（%） 10.0 10.0 10.0

Ca（%） 0.7 0.7 0.7

P（%） 0.6 0.6 0.6
 

 

４．調査項目および方法 

1)発育成績 

 体重測定は試験開始から試験終了まで 1 週間隔で測定した。背脂肪厚は試験開始から試験終了まで 1

週間隔でエニースキャン BF（グローバルピッグファーム株式会社，日本）を用いて，P2 点背脂肪厚測定

法で測定した。飼料摂取量は給与飼量から残飼量を差し引いた値とした。調査項目は体重，DG，背脂肪

厚，飼料摂取量および飼料要求率とした。 

５．統計処理 

統計処理は EZR（R バージョン 4.0.3，R コマンダーバージョン 2.7-1）において一元配置分散分析を

行い，有意差が確認された項目については，さらに多重比較検定（Turkey-Kramer 検定）を行った。 

 

Ⅳ 結  果 

 

１．発育および背脂肪厚の推移 

 発育および背脂肪厚の発達を表 2 に示した。試験終了時体重は飽食区，標準区，制限区の順に重く，

飽食区と標準区は制限区に比べ有意に重かった（P＜0.01）。DG は飽食区，標準区，制限区の順に高くな

り，飽食区と標準区は制限区に比べ有意に高かった（P＜0.01）。総飼料摂取量は飽食区，標準区，制限

区の順に多く，各区で有意差がみられた（P＜0.01）。飼料要求率は標準区，飽食区，制限区の順に低く，

飽食区と標準区は制限区に比べ有意に低かった（P＜0.01）。開始背脂肪厚は標準区が制限区と飽食区に

比べ有意に薄く（P＜0.05），終了時背脂肪厚は飽食区，制限区，標準区の順に厚く，飽食区は制限区と

標準区に比べ有意に厚かった（P＜0.01）。 

表２　発育および背脂肪厚の発達

制限区 標準区 飽食区 有意差

開始体重(kg) 33.3±3.4 33.9±3.2 34.8±1.9 ns

終了時体重(kg)  47.9±2.7A  54.0±3.7B  58.3±3.1B **

DG（kg/日） 0.30A 0.41B 0.46B **

総飼料摂取量(kg)  63.7±0.0A  71.5±1.5B  84.1±4.2C **

飼料要求率   4.3±0.2A   3.6±0.4B   3.7±0.1B **

開始背脂肪厚(mm)  17.3±1.0a  14.8±0.8b  17.3±2.1a *

終了時背脂肪厚(mm)  17.7±1.4A  16.9±2.0A  22.8±2.1B **

注1）ns：有意差なし

　2）* ：小文字異符号間で有意差あり（P<0.05）

　3）**：大文字異符号間で有意差あり（P<0.01）  
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Ⅴ 考  察 

 

本試験の標準区の試験終了時体重は 55.5kg と，大城ら２）、６）や當眞ら７）の報告と比べ若干軽い値とな

ったが，概ね正常に発育したものと考えられる。制限区は 47.9kg と標準区および飽食区と比べ有意に軽

くなった。これは，飼料を制限したことでエネギー摂取量が他の区と比べ低くなり，増体に利用される

エネルギーが不足したためと推察される。一方，飽食区は 58.3kg と標準区と比べ 3kg 程度重くなった

が，有意差はみられなかった。この結果は，山田ら１１）や森ら１２）が西洋種の繁殖育成雌豚について飼料

給与量の違いが発育に及ぼす影響を調査した結果と類似している。 

DG と飼料摂取量は，制限区，標準区，飽食区の順に給与量水準の増加に伴って高まりがみられた。い

っぽう飼料要求率は，標準区と飽食区が制限区と比較して有意に高くなったが，標準区と飽食区の間に

有意差はなかった。西洋種において飼料給与量の制限量が飽食の 25％以内であれば発育への影響はなく，

25％以上になると飼料要求率が悪くなるとされており，森ら１２）の報告でもこの境界値は肯定されてい

る。本試験の総飼料摂取量について飽食区を 100％とする場合，制限区は 75％，標準区は 85％にあたり，

飽食区と比べ，DG は制限区が 65％，標準区が 89％となり，飼料要求率は制限区が 116％，標準区が 97％

となった。制限区の制限量は境界値とされる 25％であったが，DG や飼料要求率に対し負の影響を及ぼし

ていたことから，西洋種とは異なる境界値が存在することが示唆された。いっぽう，標準区は制限量が

15％と制限量が 25％以内であったため，飽食区と同等の DG や飼料要求率になったと考えられる。 

試験開始時の背脂肪厚について，標準区は制限区と飽食区に比べ有意に薄かったが，これは試験区の

性比が影響した可能性がある。試験開始時の背脂肪厚を雄と雌で比較すると、雄の平均値は 15.7 ㎜、雌

の平均値は 17.1 ㎜であった（データ未掲載）。また、一般的な肥育豚において、制限給餌条件ではと体

形質に性差がみられ、脂肪厚は雄が薄く、雌、去勢の順に厚くなるとされる４）。以上のことから、試験

区分において、雄の割合が 80％であった標準区は、雄の割合が 0％の制限区および 33％の飽食区に比べ，

開始背脂肪厚が薄かったと推察される。試験終了時背脂肪厚は，飽食区が最も厚くなり，開始時と比べ

5.5 ㎜厚くなった。標準区と制限区も背脂肪厚は厚くなっており，順に 1.2 ㎜，0.4 ㎜であった。脂肪の

蓄積は，遺伝や栄養管理の影響の他，品種間でも差異がある４）。豚の発育では，蓄積されるタンパク質

と脂肪の割合が変化し，一般的に成長に連れて増体に占める脂肪蓄積割合が大きくなる。アグーは増体

に占める脂肪蓄積の割合が多いと考えられ，制限区や標準区でも背脂肪厚が増加し，飽食区では摂取し

たエネルギーの多くが，脂肪蓄積に利用され背脂肪厚が厚くなったと推察される。いっぽう，本試験の

アグーの背脂肪厚は試験開始および終了時のどちらについても，大城ら２）や當眞ら７）の報告と比べ薄い

値であった。しかし，アグーのステージ毎の標準的な背脂肪厚は定められていないため，今後も背脂肪

厚に関するデータを蓄積し，栄養状態の判定や発育の指標としての活用を検証していくことが重要と考

えられる。 

以上のことから，14～21 週齢のアグー繁殖育成豚において，給与水準を 1.3kg/日に制限すると増体や

飼料要求率に劣り，給与水準が 1.5kg/日の場合は増体や飼料要求率に大きな影響はなく，給与水準を飽

食にすると増体や飼料要求率に大きな影響はないが，背脂肪厚が厚くなることが示された。  
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